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市指 渡辺崋山
わたなべかざん

商山四皓図屏風
しょうざんしこうずびょうぶ

天保年間 紙本着色 二曲一双

平井顕斎
ひらいけんさい

福田半香
ふくだはんこう 山水図屏風

さんすいずびょうぶ 弘化２～３年
(1845～１８４6)

紙本淡彩 六曲一双

山本琹谷
やまもときんこく

漁村図屏風
ぎょそんずびょうぶ 江戸時代後期

～明治時代
紙本淡彩 四曲一双

松林桂月
まつばやしけいげつ

山水図屏風
さんすいずびょうぶ

昭和時代 絹本金地墨画 二曲一隻

松林桂月 幽山孤村図屏風
ゆうざんこそんずびょうぶ

大正13年(1924) 紙本墨画 六曲一双

朝見香城
あさみこうじょう

春秋山水図屏風
しゅんじゅうさんすいずびょうぶ

昭和時代 絹本金地着色 六曲一双

渡辺崋山 東銘屛風
とうめいびょうぶ

江戸時代後期 紙本墨書 二曲一双

渡辺崋山 西
せい

銘
めい

屛風
びょうぶ

天保9年（1838） 紙本墨書 二曲一双

伊藤鳳山
いとうほうざん

詩書屏風
ししょびょうぶ 江戸時代後期

～明治時代
紙本墨書 六曲一双

平井顕斎 松牡丹
まつぼたん

ニ孔雀図屏風
くじゃくずびょうぶ

天保7年(1836） 紙本着色 二曲一隻

渡辺小華
わたなべしょうか

花鳥図屏風
かちょうずびょうぶ

明治5年(1872) 紙本淡彩 六曲一双

野口幽谷
のぐちゆうこく

双雁図屏風
そうがんずびょうぶ

明治時代前期 絹本淡彩 二曲一隻

長尾華陽
ながおかよう

四季花鳥図屏風
しきかちょうずびょうぶ

明治34年(１９０１) 紙本淡彩 六曲一隻

山本琹谷 月次風俗図屏風
つきなみふうぞくずびょうぶ

慶応3年（1867） 紙本着色 六曲一双

親王
しんのう

飾
かざ

り 天保6年(1835) 松竹梅の屏風

天神
てんじん

飾
かざ

り 平成５年(1993) 金屏風

道家珍彦
どうけうずひこ

伊良湖落日図屏風
いらごらくじつずびょうぶ

平成6年(1994) 紙本着色 四曲一隻

道家珍彦 伊良湖夕照図屏風
いらごゆうしょうずびょうぶ

平成6年(1994) 紙本着色 四曲一隻

令和4年7月9日（土）～
　　　　　　　8月21日（日）

館蔵　屏風展 

　渡辺崋山やその弟子たちが描いた作品をはじめ、田原市博物館
所蔵の迫力ある屏風たちをご覧いただきます。

企画展示室２

企画展示室１

※市指＝市指定文化財
※浮世絵師の表記について、号は使用
せず、一般的に使われている名前で統
一した

【田原市博物館　テーマ展】

展示室

　　　　　企画展示室１・２
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道家珍彦 駱駝
らくだ

がゆく図屏風
ずびょうぶ

昭和55年(1980) 紙本着色 六曲一隻

糟谷磯丸
かすやいそまる

貼
は

りまぜ屏風
びょうぶ

江戸時代後期 紙本墨書 二曲一隻

鈴木翠軒
すずきすいけん

李白詩書屏風
りはくししょびょうぶ

昭和時代 紙本墨書 六曲一双

鈴木翠軒
　

万葉三首屏風
まんようさんしゅびょうぶ

昭和26年(1951) 紙本墨書 二曲一隻

大田部光成
柿本人麻呂
大舎人部祢
麻呂の和歌

三代目豊国
さんだいめとよくに

女付
おんなづけ

おまつ　岩井半四郎
いわいはんしろう

江戸時代後期 大判錦絵 1枚

三代目豊国 雪月花之内
せつげっかのうち

　ゆき 江戸時代後期 大判錦絵 ３枚

歌川国丸
うたがわくにまる

忍恋
しのぶこい

江戸時代後期 大判錦絵 1枚

二代目広重
にだいめひろしげ

仮名手本忠臣蔵
かなでほんちゅうしんぐら

  九段目
くだんめ

江戸時代末期頃 大判錦絵 1枚

宮川春汀
みやがわしゅんてい

小供風俗
こどもふうぞく

明治２９年（1896） 大判錦絵 １帖

企画展示室２

扇（せん）

屏風の数え方
平井顕斎 福田半香「山水図屏風」

一隻（いっせき）

一双（いっそう）

この屏風の場合、扇を六つ繋ぎ合わせています。呼び方と

しては「六曲（ろっきょく）」となります。

二隻の屏風で一組になっている屏風になるので、「一双

（いっそう）」となり、六曲一双という呼び方となります。


